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(57)【要約】
　超音波ボリュームをレンダリングするためのシステム
及び方法が開示される。超音波ボリュームの外側画像が
生成される。外側画像の断片パートは、超音波ボリュー
ムの断片ポーションに対応する。超音波の複合画像が外
側画像を用いて生成され、外側画像の断片パートは、超
音波ボリュームの断片ポーションの内部画像によって置
換される。内部画像は、外側画像を生成するために使用
された可視化パラメータの値を、内部画像をレンダリン
グするためにより適した値に変更することによって生成
されることができる。超音波ボリュームは生体構造を含
むことができ、外側画像は生体構造の外側の表面を示し
、内部画像は生体構造の血管分布を示し、複合画像は生
体構造の外側表面及び血管分布の両方を同時に示す。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波ボリュームをレンダリングするための方法であって、
超音波ボリュームの外側画像を生成し、前記外側画像の断片パートが前記超音波ボリュー
ムの断片ポーションに対応し、
前記外側画像を用いて前記超音波ボリュームの複合画像を生成し、前記断片パートが、前
記断片ポーションに対応する前記超音波ボリュームの内部画像によって置換される、方法
。
【請求項２】
　前記外側画像を生成するステップが、第１パラメータ値を反映させるように可視化パラ
メータを設定すること、及び、前記可視化パラメータを前記超音波ボリュームに適用する
ことを含み、
当該方法はさらに、
前記可視化パラメータを第１パラメータ値とは異なる第２パラメータ値に設定することに
よって、前記内部画像を生成することを含み、第２パラメータ値は、少なくとも増加的に
、第１パラメータ値よりも前記超音波ボリュームの内部画像のレンダリングに適している
、請求項１に記載の超音波ボリュームをレンダリングするための方法。
【請求項３】
　マウスホイールと協力してコンピュータモニタのスクリーンに前記複合画像を表示し、
前記コンピュータモニタスクリーンの観察者が前記マウスホイールを用いて、前記内部画
像に関する前記可視化パラメータの値を選択的に漸進的に調整することを可能にすること
をさらに含む、請求項２に記載の超音波ボリュームをレンダリングするための方法。
【請求項４】
　前記可視化パラメータが透明度である請求項３に記載の超音波ボリュームをレンダリン
グするための方法。
【請求項５】
　前記可視化パラメータが、輝度、透明度、しきい値、明暗、スムージング、グレーマッ
プ、彩度マップ及びレイキャスト法を含むグループから選択される少なくとも一つを含む
、請求項２に記載の超音波ボリュームをレンダリングするための方法。
【請求項６】
　前記可視化パラメータが、前記グループから選択される２つ以上の可視化パラメータの
セットを含み、第１及び第２の値が、２つ以上の可視化パラメータの前記セットの可視化
パラメータがそれぞれ設定される値のそれぞれのセットを含む、請求項５に記載の超音波
ボリュームをレンダリングするための方法。
【請求項７】
　前記可視化パラメータが強度パラメータであり、前記可視化パラメータの第２の値が、
X線、平均及び最小を含むグループから選択される少なくとも一つを含むようにプリセッ
トされる、請求項２に記載の超音波ボリュームをレンダリングするための方法。
【請求項８】
　前記内部画像及び前記外側画像に関連付けられる画像拡大率パラメータが実質的に同じ
値である、請求項１に記載の超音波ボリュームをレンダリングするための方法。
【請求項９】
　前記超音波ボリュームが、エコーボリューム、カラーボリューム又はエコー及びカラー
ボリュームを含むグループから選択されるボリュームである、請求項１に記載の超音波ボ
リュームをレンダリングするための方法。
【請求項１０】
　前記超音波ボリュームが生体構造を含み、前記外側画像が前記生体構造の外側の表面を
表し、前記内部画像が前記生体構造の血管分布を表し、前記複合画像が、前記生体構造の
外側の表面及び前記血管分布の両方を同時に表す、請求項１に記載の超音波ボリュームを
レンダリングするための方法。
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【請求項１１】
　ユーザが移動させることができるカーソルと協力してコンピュータモニタのスクリーン
に前記外側画像を表示すること、及び、前記コンピュータモニタの観察者が、内部観察の
ための前記超音波ボリュームの前記断片ポーションを指定するために前記カーソルを用い
ることによって、前記複合画像の生成ステップを開始することを可能にすることをさらに
含む、請求項１に記載の超音波ボリュームをレンダリングするための方法。
【請求項１２】
　コンピュータモニタのスクリーンに前記複合画像を表示すること、並びに、前記コンピ
ュータモニタスクリーンの観察者からの適切なコマンドの受信に応じて、前記外側画像と
同一の広がりを持ち、前記断片ポーションの内部画像と同じ可視化パラメータ及びパラメ
ータ値が関連付けられた前記超音波ボリュームの内部画像により、前記複合画像を選択的
に全体的に置換することをさらに含む、請求項１に記載の超音波ボリュームをレンダリン
グするための方法。
【請求項１３】
　前記複合画像上に配置されるユーザが動かすことができるカーソルと協力してコンピュ
ータモニタのスクリーンに前記複合画像を表示すること、並びに、前記コンピュータモニ
タの観察者が、前記カーソルを前記複合画像上の新たな位置に動かすことによって、前記
複合画像を修正するステップを開始することを可能にすることをさらに含む、請求項１に
記載の超音波ボリュームをレンダリングするための方法。
【請求項１４】
　前記外側画像のそれぞれの第２断片パートが前記超音波ボリュームの第２断片ポーショ
ンに対応し、修正された複合画像を形成するために前記複合画像を修正することをさらに
含み、第２断片パートは、第２断片ポーションに対応する前記超音波ボリュームの第２内
部画像によって置換される、請求項１に記載の超音波ボリュームをレンダリングするため
の方法。
【請求項１５】
　コンピュータモニタのスクリーンに前記複合画像を表示することをさらに含み、
前記複合画像を修正するステップにおいて、前記複合画像に含まれる前記断片ポーション
の前記内部画像は、前記断片パートが第２断片パートと交わらない範囲において、前記コ
ンピュータモニタスクリーン上で、前記断片パートにより置換される、請求項１４に記載
の超音波ボリュームをレンダリングするための方法。
【請求項１６】
　ユーザが動かすことができるカーソルと協力してコンピュータモニタのスクリーンに前
記複合画像を表示すること、及び、前記コンピュータモニタスクリーンの観察者が、内部
観察のための前記超音波ボリュームの第２断片ポーションを指定するために前記カーソル
を用いることにより、前記複合画像を修正するステップを開始することを可能にすること
をさらに含む、請求項１４に記載の超音波ボリュームをレンダリングするための方法。
【請求項１７】
　ユーザが動かすことができるカーソルと協力してコンピュータモニタのスクリーンに前
記複合画像を表示すること、前記コンピュータモニタスクリーンの観察者が、内部観察の
ための前記超音波ボリュームの第２断片ポーションを指定するために、前記複合画像に対
して前記カーソルを動かすことを可能にすること、ユーザによる前記指定に応じて、前記
外側画像を用いて、前記超音波ボリュームの修正された複合画像を生成することをさらに
含み、前記断片パートが復元され、第２断片ポーションに対応する前記外側画像の第２断
片パートが、第２断片ポーションに対応する前記超音波ボリュームの内部画像によって置
換される、請求項１に記載の超音波ボリュームをレンダリングするための方法。
【請求項１８】
　プロセッサにより実行されるときに超音波ボリュームをレンダリングする方法を実行す
るプログラムを有するコンピュータ可読媒体であって、前記方法が、超音波ボリュームの
外側画像を生成し、前記外側画像の断片パートが前記超音波ボリュームの断片ポーション
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に対応し、前記外側画像を用いて前記超音波ボリュームの複合画像を生成し、前記断片パ
ートが、前記断片ポーションに対応する前記超音波ボリュームの内部画像によって置換さ
れる、コンピュータ可読媒体。
【請求項１９】
　プロセッサにより実行されるときに超音波ボリュームをレンダリングする方法を実行す
るプログラムを有するコンピュータ可読媒体であって、前記方法が、超音波ボリュームの
外側画像を生成し、前記外側画像の断片パートが前記超音波ボリュームの断片ポーション
に対応し、前記外側画像を用いて前記超音波ボリュームの複合画像を生成し、前記断片パ
ートが、前記断片ポーションに対応する前記超音波ボリュームの内部画像によって置換さ
れる、コンピュータ可読媒体、及び
前記プログラムを実行するためのプロセッサ、
を有するコンピュータシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、医療診断画像を表示するためのシステム及び方法を目的とし、特に、インタ
ラクティブな、ユーザ制御された画像操作を特徴とする超音波データ表示システム/装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波技術は、様々な臨床的アプリケーションにおける有益な効果のためにますます利
用されている。例えば、２次元(2D)、３次元(3D)、並びに/又はモーション再生(例えばカ
ラー及びパワードップラー速度画像、ループ/シーケンス画像など)超音波技術が、現在、
腹部(例えば、腎臓、胆嚢)、介入部(例えば、胸部腺管癌/RFA対照)、産科/胎児期、胸部(
例えば、胸部線維腺腫)、経頭蓋(例えば、大脳動脈)、心臓(心筋虚血)、小児科/新生児、
筋骨格(例えば、二頭筋腱炎)、血管(例えば、大腿静脈血栓症、前臨床的アテローム硬化
症)、及び/又は小部分(例えば、睾丸異常)を含むほとんどの生体構造及びボリュームに関
するデータを収集して、診断画像を生成するために、一様に用いられている。超音波サー
ビス及び診断データに対する医師の一部及び患者の要求が増大したので、関連した装置の
市場も同様に大きくなった。そのような装置(例えばフィリップスエレクトロニクスによ
って製造されるiU22、iE33及びHD11 XE Ultrasound Systems)の最新の実施の形態は、高
品質で歪みがない音響情報を含む最適化された画像データを、しばしばリアルタイムで、
そして一般に大量に、生成するための非常に高度なツールであることができる。
【０００３】
　しかしながら、そのような超音波システムは、例えば、効率的かつ整然とした仕方でそ
のような画像データを受信及び処理し、並びに/又は、意図された観察者にとって最も便
利で、有用かつ有意義であるような時間及び形態で、そのようなデータを記憶、分配及び
表示するように設計及び構成される補完ツール又はシステム(時には定量化ツール又はシ
ステムと呼ばれる)なしではほとんど役に立たない。特定の状況によって、意図された観
察者は、例えば、診断テストを行うために超音波システムを用いる任務を負う技術者、測
定結果を処理又は調査する看護婦若しくは他のヘルスケア従事者、そのような結果に基づ
いて診断を作成することを試みる医師、又は、自分の医療状態について更に知ろうとして
いる病気の患者である場合がある。
【０００４】
　超音波データ定量化のためのソリューションの一つの最新の例は、フィリップスエレク
トロニクスのQLAB(TM) Advanced Quantificationソフトウェア製品である。QLAB(TM)定量
化ソフトウェアは、超音波システム自体又は別個のパーソナルコンピュータ若しくはワー
クステーション(いわゆる'オフカート'使用)において、画像データを分析するための能力
をユーザに提供する。より詳しくは、フィリップスのQLAB(TM)は、ユーザインタフェース
を特徴とし、そのユーザインタフェースを介して、オペレータは、例えば超音波ボリュー
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ムに関する一つ以上の可視化設定(例えば、輝度、透明度、しきい値など)を調節すること
が可能である。QLAB(TM)はさらに、オペレータ又は開業医が、視覚的に表示された超音波
ボリュームからデータを切り取ることを可能にするための彫刻ツール及びイレーザを特徴
とする。
【０００５】
　特許文献は、ユーザが調整可能な表示設定に関する更なる教示を含む。例えば、米国特
許番号6,975,335(Watanabe)は、ディスプレイ領域の拡大又は縮小比率に対応する色の濃
淡及びパターン密度によって容易に区別されるディスプレイの拡大又は縮小された領域を
開示する。加えて、Watanabeの'335特許は、領域がポインティングデバイスによってポイ
ントされるときに、表示された部分が拡大されるように、ポインティングデバイスにダイ
アグラムの表示を関連付ける方法を説明する。
【０００６】
　米国特許番号6,803,931(Roman et al.)は、単一の画像又は画像若しくはビデオフレー
ムのストリームが表示される画像表示ウィンドウに対応するグラフィカルユーザインタフ
ェース(GUI)を開示する。'931特許(Roman et. al.)によれば、このGUIは、外部領域内に
配置される内部領域を持つズーム制御ボックスを含み、外部領域に対する内部領域のサイ
ズは、画像表示ウィンドウ内に表示されている画像のその部分の拡大率を表す。表示され
ている画像の拡大率は、それぞれ、内部領域内にカーソルを配置してカーソル制御デバイ
スをクリックすることによって、又は、内部領域の外側ではあるが外部領域の内側にカー
ソルを配置してカーソル制御デバイスをクリックすることによって、増減されることがで
きる。拡大率が増減されるとき、外部領域に対する内部領域のサイズはそれに応じて変更
される。画像表示ウィンドウ中に表示されている画像の部分は、カーソル制御デバイスを
用いて、内部領域をクリックして、外部領域内の所望の位置にドラッグすることによって
変更される。
【０００７】
　米国特許番号6,633,305(Sarfeld)において、表示装置に表示される基本画像の選択領域
を拡大するために拡大鏡カーソルを用いる画像編集システムが開示される。'305特許(Sar
feld)によれば、システムは、基本画像の選択領域を表す基本画像データを生成し、選択
された基本画像データを拡大することによって、拡大された画像データを生成する。それ
は、拡大された画像データに基づく拡大鏡画像を、拡大鏡カーソル内に表示する。ユーザ
編集信号が拡大鏡画像を編集するために受信されると、システムは、修正された画像デー
タを生成して、修正された画像データに基づいて拡大鏡カーソル内に表示される拡大鏡画
像を動的に修正する。
【０００８】
　生体対象をスキャンする超音波画像スキャンシステムが、米国特許出願公開番号第2006
/0111634号(Wu)に開示され、それは、生体対象のスキャンされた画像を複数のディスプレ
イモードで表示するためのディスプレイシステムを含む。'634公開(Wu)によれば、ディス
プレイシステムは、スクリーンに示されるそれぞれ上下の画像として、ズームアウト画像
上のいわゆるズーム関心部分(ZROI)を定めるためのグラフィック境界を含むいわゆる'ズ
ームアウト'画像、及び、そのようなZROIの拡大されたバージョンを含むいわゆる'ズーム
イン'画像を、同時に表示する。ユーザがZROIをパンするため及び/又はサイズ変更するた
めにトラックボールを用いるとき、ズームインはリアルタイムで更新する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　今日までの努力にもかかわらず、そのようなデータの意図された受信者又は観察者にと
って便利で、有用で、並びに/又は有益な形態及び時間で、音響情報を分配、表示及び/又
は記憶するために効率的である超音波データ定量化ソリューションに対する必要性が残っ
ている。これらの及び他の必要性は、以下の説明から明らかなように、開示されたシステ
ム及び方法によって満たされる。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　超音波ボリュームをレンダリングするシステム及び方法が開示され、当該方法は、超音
波ボリュームの外側画像を生成し、外側画像の断片パートは、超音波ボリュームの断片ポ
ーションに対応し、当該システム及び方法はさらに、外側画像を用いて超音波の複合画像
を生成し、外側画像の断片パートは、断片ポーションに対応する超音波ボリュームの内部
画像によって置換される。
【００１１】
　内部画像は、外側画像を生成するために使用された可視化パラメータの値を、内部画像
をレンダリングするためにより適した値に変更することによって生成されることができる
。超音波ボリュームは生体構造を含むことができ、外側画像は生体構造の外側の表面を示
し、内部画像は生体構造の血管分布を示し、複合画像は生体構造の外側表面及び生体構造
の血管分布の両方を同時に示す。
【００１２】
　超音波ボリュームをレンダリングするための開示されたシステム及び方法の追加の特徴
、機能及び利点は、特に添付の図面と併せて読むことにより、以下の説明から明らかであ
る。
【００１３】
　超音波ボリュームをレンダリングするための開示されたシステム及び方法を作成及び用
いる際に当業者を援助するために、添付の図面が参照される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本開示による超音波ボリュームの外側画像の画面表示を示す図。
【図２】本開示による、図1の外側画像を用いて生成され、外側画像の一部が超音波ボリ
ュームの内部画像によって置換された、図1の超音波ボリュームの複合画像の画面表示を
示す図。
【図３】本開示による、同様に図1の外側画像を用いて生成され、ユーザによって指示さ
れた変更に応じて内部ビュー中に超音波ボリュームの異なる部分を示す、図1の超音波ボ
リュームの修正された複合画像の画面表示を示す図。
【図４】本開示による、他の超音波ボリュームの外側画像の画面表示を示す図。
【図５】本開示による、図4の外側画像を用いて生成され、外側画像の一部が超音波ボリ
ュームの内部画像によって置換された、図4の超音波ボリュームの複合画像の画面表示を
示す図。
【図６】本開示による、同様に図4の外側画像を用いて生成され、ユーザによって指示さ
れた変更に応じて内部ビュー中に超音波ボリュームの異なる部分を示す、図4の超音波ボ
リュームの修正された複合画像の画面表示を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本開示の例示的な実施の形態によれば、３次元可視化ツールが、超音波ボリュームをレ
ンダリングするために提供され、超音波ボリュームの外側画像が生成され、そして当該外
側画像を用いて超音波ボリュームの複合画像が生成される。超音波ボリュームの断片ポー
ションに対応する外側画像の断片パートは、複合画像において、超音波ボリュームの同じ
断片ポーションに対応する超音波ボリュームの内部画像によって置換されることができる
。そのような機能は、ユーザ又は観察者が、全体の可視化パラメータ値を変更することな
く超音波ボリュームの中の局所的な視野を得ることを可能にする。例において、生体構造
を含む超音波ボリュームの複合画像は、生体構造の選択された部分に関する内部詳細と同
様に、 生体構造の大部分の外側表面を含んで提供される。
【００１６】
　ここで図1を参照して、（別途示されていない）超音波システムからの音響データに関
連したスクリーンイメージ100が、本開示の例示的な実施の形態に従って表示される。ス
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クリーンイメージ100の一部は、超音波ボリューム104の外側画像102を含む。超音波ボリ
ューム104は生体構造106を含む場合がある。生体構造の外側表面が、外側画像102中に少
なくとも部分的に示される。
【００１７】
　外側画像102は、超音波ボリューム104及び/又はその中に含まれる生体構造106の外側に
向いた及び/又は外部に配置された面をハイライトする又は強調するために、一セットの
可視化パラメータを超音波ボリューム104に適用することによって生成されることができ
る。例えば、そのような一セットの可視化パラメータは、輝度、透明度、しきい値、明暗
、スムージング、グレーマップ、彩度マップ及びレイキャスト法のような可視化パラメー
タのうちの一つ以上を含むことができる。他の可視化パラメータも可能である。
【００１８】
　図2を参照すると、(別途示されていない)超音波システムからの音響データに関するス
クリーンイメージ200が、本開示の例示的な実施の形態に従って表示される。スクリーン
イメージ200の一部は、超音波ボリューム104の複合画像202を含む。複合画像は、図1の外
側画像102を用いて生成されることができ、外側画像102の断片パートが、超音波ボリュー
ム104の対応する断片ポーションの内部画像204によって置換される。内部視野204内に、
生体構造106の血管206が示される。対照的に、生体構造106の血管206は、図1の外側画像1
02に必ずしも示されるというわけではない。
【００１９】
　図2において内部画像204によって置換される図1の外側画像102の断片パートは、表示画
像200の一部として示されることができる可視境界208によって定められることができる。
あるいは、表示画像200は、そのような境界208又は異なって示される境界を含まなくても
よい。例えば、図2に実線で示される境界208は、破線若しくはゴーストライン形式で示さ
れることができ、及び/又は、例えば内部画像204の形状に依存して他の形状を持つことが
でき、次に任意の適切な形状であることができる。
【００２０】
　内部画像204の内部以外では、複合画像202は、図1の外側画像102に関連する可視化パラ
メータ及びパラメータ値を適用することによって、一般的に生成される。しかしながら、
内部画像204の中では、複合画像202は、外側画像102に関連するパラメータと異なる可視
化パラメータ及び/又はパラメータ値を適用することによって生成される。例えば、内部
画像204を生成するために超音波ボリューム104に適用される一セットの可視化パラメータ
は、超音波ボリューム104の外側画像102を生成するために用いられたパラメータと同様の
又は同一の一セットの可視化パラメータを含む、輝度、透明度、しきい値、明暗、スムー
ジング、グレーマップ、彩度マップ及びレイキャスト法のような可視化パラメータの一つ
以上を含むことができ、内部画像204の場合におけるそのような可視化パラメータの一つ
以上は、外側画像102の場合における対応する可視化パラメータに関連した値とは異なる
値を伴う。そのような差は、超音波ボリューム104の(例えば外側と対比した)内部画像の
生成に寄与することができる。
【００２１】
　内部画像204と関連した可視化パラメータの値は、超音波ボリューム104の内側を向いた
及び/若しくは内部に配置された面並びに/又は超音波ボリューム104の対応する断片ポー
ション内に含まれる生体構造106をハイライトする又は強調するように選択されることが
できる。したがって、内部画像204内において、複合画像202は、図2中にはない図1の外側
画像102の対応する断片パート中とは、少なくともある程度異なって表示される。本開示
によれば、外側画像202に関連する対応する可視化パラメータの値と少なくとも逐次異な
る内部画像204に関連する単一の可視化パラメータの値は、外側画像(例えば外側画像102)
から超音波ボリューム(例えば超音波ボリューム104)の複合画像(例えば複合画像202)を生
成及び/又は表示するために十分であり、外側画像の断片パートは、超音波ボリュームの
内部画像(例えば内部画像204)によって置換される。２つ以上の一般的な可視化パラメー
タが異なる値を持つこと、１つ以上の一般的な可視化パラメータが大きく異なる値を持つ
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こと、及び/又は、内部画像204若しくは外側画像102を生成するために超音波ボリューム1
04に適用された一つ以上の可視化パラメータが、他方のビューを生成するために適用され
ないことを含む、他の構成が可能である。
【００２２】
　内部画像204を生成するために超音波ボリューム104に適用される少なくともいくつかの
可視化パラメータは、外側画像102を生成するために用いられるパラメータと同一又は同
様であることができる。例えば、同じパラメータ及びパラメータ値が、所与の超音波ボリ
ュームの内部画像を生成することに関して適合性又は非適合性に必ずしも関係するわけで
はない画像を生成するために用いられることができる。本開示によれば、そのようなパラ
メータは、いくつかの状況において画像拡大率を含むことができる。
【００２３】
　内部画像204は、あらかじめ設定されたパラメータを超音波ボリューム104に適用するこ
とによって、及び/又はデフォルトで、生成されることができる。そのようなプリセット
パラメータ及び/又はパラメータ値の例は、X線、平均及び最小を含むことができる。複合
画像202が観察者又はユーザに表示された際又はその後で、彼らは、超音波ボリューム104
の全体に、内部視野104が対応するその断片ポーションに適用されたのと同じ可視化パラ
メータ及び/又はパラメータ値を適用することに決めることができる。そのような状況に
おいて、複合画像202の文脈において、外側画像102と実質的に同一の広がりをもち、した
がって外側画像102をだいたい完全に置換する超音波ボリューム104の(別途示されない)内
部画像が、生成されることができる。
【００２４】
　内部画像204と外側画像102との間の可視化パラメータ及び/又はパラメータ値に関する
上述した変更又は調整は、本開示の実施の形態に従って、複数の異なる態様の一つ以上で
実現されることができる。例えば、超音波ボリューム104の対応する断片ポーションの内
で内部に配置された特徴を強調する又はハイライトするために、（別途示されていない）
コンピュータマウス(例えば、その回転可能なホイール若しくはそれに関連づけられたク
リック&ドラッグ機能)、及び/又は任意の他の適切な（別途示されていない）指示デバイ
ス、ポインティングデバイス又はカーソル移動デバイスが、内部画像204に関する一つ以
上のそのような可視化パラメータと関連した値に対するいわゆる「オンザフライ」変更又
は調整(例えば、透明度可視化設定に対する変更)を実行するために用いられることができ
る。他の例として、異なるタイプのそのような変更又は調整のグループ（そのうちの一つ
以上は、あらかじめ、及び/又は、(例えば特定の臨床アプリケーションに応じて)特定の
視覚効果若しくは異なる見た目を生成することを目的とする調整のプリセットメニュー若
しくはスケジュールに従って決定されることができる）は、例えば、予め定められたマウ
スクリック若しくは一連のマウスクリック、特定のソフトウェアメニューコマンド(別途
示されない)及び/又は専用のハードウェアスイッチ(別途示されない)を介して、同時に実
現されることができる。内部画像204を生成するために使用される可視化パラメータに対
する変更又は調整に関する他の実現技術が可能である。
【００２５】
　内部画像204(及び/又はそれに関連づけられた境界208)は、本開示の実施の形態に従っ
て、異なるサイズ(例えば、図2に示されるサイズより大きい又は小さい絶対サイズ)であ
ることができ、並びに/又は、複合画像202全体のサイズ、表示画像200のサイズ、及び/若
しくは外側画像102のサイズに対して異なるサイズであることができる。加えて、本開示
の実施の形態によれば、内部画像204(及び/又は境界208)は、矩形/正方形又は多角形とは
異なる形状(例えば、湾曲した及び/又は円形の形状、不規則な形状など)であることがで
きる。例えば、(別途示されない)コンピュータマウス(例えばその回転可能なホイール若
しくはそれに関連づけられたクリック及びドラッグ機能)、並びに/又は任意の他の適切な
指示デバイス、ポインティングデバイス若しくはカーソル移動デバイスが、内部画像204(
及び/又は境界208)のサイズ又は形状に対するいわゆる「オンザフライ」変更又は調整を
実行するために用いられることができる。他の例として、内部画像204(及び/若しくは境
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界208)のサイズ並びに/又は形状は、例えば、予め定められたマウスクリック若しくは一
連のマウスクリック、特定のソフトウェアメニューコマンド(別途示されない)及び/又は
専用のハードウェアスイッチ(別途示されない)を介して、(例えば特定の視野又は視点か
ら見た)特定の生体構造若しくはボリューム又はその独立して識別可能な部分の形状に対
応する一つ以上のカスタマイズされた形状を含む複数の予め定められたサイズ又は形状の
うちの任意の一つへと、それらから若しくはそれらの間で、変更されることができる。内
部画像204(及び/若しくは境界208)のサイズ又は形状に対する変更又は調整に関する他の
実現技術が可能である。
【００２６】
　本開示の実施の形態によって、超音波ボリューム104の外側画像102の可視化設定に対す
る上述した変更又は調整は、(例えば全体として超音波ボリューム104のそれらと比較して
)内部画像204内の一つ以上の所望の視覚効果又は異なる見た目を複合画像202に反映させ
るように、実現されることができる。例えば、本開示によるいくつかの実施の形態におい
て、外側画像102を生成するために超音波ボリューム104に適用される可視化設定は、超音
波ボリューム104に不透明な及び/又は三次元の全体的な外観を与えるように(及び/又は一
般にそうするのに役立つように)、選択されることができ、外側画像102は、特定の生体構
造(例えば、心臓又は他の生体器官)の外側の表面又は壁を示すように見える。少なくとも
いくつかのそのような例において、その周辺部又は外側表面ではなく超音波ボリューム10
4内に配置される(又は行われる)ことが開業医又は技術者によって通常理解され及び/又は
予期される一つ以上の構造(例えば冠状動脈のような心臓血管分布)及び/又は機能(例えば
弁動作、血流など)を調べるために、内部画像204内で(例えばX線効果に類似した)視覚効
果を生じるように、そのような可視化設定に対する変更又は調整は、選択されることがで
きる。言い換えると、超音波ボリューム104に適用される複合可視化パラメータは、内部
画像204(及び/若しくは境界208)に、超音波ボリューム104内に含まれる生体構造の内部の
構造的及び/又は機能的要素に対する'ウィンドウ'の外観を与えるように、決定又は選択
されることができ、同じ時間及び同じ画像中に(例えば、内部画像204の外側に表示される
複合画像202の部分に)、そのような生体構造の外部又は外側の壁構造の少なくともいくつ
かの部分も見える。そのように複合可視化設定を超音波ボリューム104に適用することは
、少なくとも、開業医又は技術者に、彼等がそのような生体構造の内部領域に関連した重
要な構造的及び/又は機能的詳細を同様に(例えば同時に)観察することができる画像と同
じ画像中に生体構造の外側構造(例えば外側の壁)に関する重要かつ強力なビジュアルキュ
ー及び/又は前後関係の情報を提供することができる限りにおいては、有益である。
【００２７】
　上記のように、本開示の実施の形態によれば、他の可視化設定はその内部画像204を生
成するために修正又は調節されるにもかかわらず、超音波ボリューム104の外側画像102に
関連する画像拡大率又はズームパラメータは、維持される及び/又は一定に保たれること
ができる。例えば、本開示の実施の形態によれば、そのようなアレンジメントが、境界20
8に又はその近くに表示される正確な(例えば臨床的に使用可能な及び/又は信頼できる)視
覚情報又は画像情報の量を増加させる及び/又は最大化するのに役立つことができる限り
において、超音波ボリューム104に対する同じ拡大率又はズーム設定を、内部画像204に関
連するその断片ポーションの内部及び外側に適用することは、有益である。言い換えると
、複合可視化パラメータが、さもなければ外面がレンダリングされた生体構造の内部の機
構に対する'ウィンドウ'の外観を生成するために超音波ボリューム104に適用される限り
において、そのようなウィンドウは、そのような内部の機構をレンダリングすることに関
連した視覚的詳細の任意の損失を低減及び/又は最小化するために、明確に定められるこ
とができる(例えば、ウィンドウは、周囲の外側構造から比較的明確に'切り取られた'よ
うに見えることができる)。
【００２８】
　本開示の実施の形態によれば、上述した外側、内部及び/又は複合セットの可視化パラ
メータが適用される超音波ボリューム104は、以下の超音波ボリュームタイプの任意の一
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つ以上であることができる。エコーボリューム、カラーボリューム及び/又はエコー+カラ
ーボリューム。また更なる超音波ボリュームタイプも可能である。
【００２９】
　図2及び3をここで参照すると、表示画像200及び/又は複合画像202内の内部画像204(及
び/又は境界208)の位置は、超音波ボリューム104の異なる断片ポーション及び/又は図1の
外側画像102の他の断片パートに対応するように、本発明に従って変更されることができ
る。例えば、(別途示されない)コンピュータマウス(例えばその回転可能なホイール若し
くはそれに関連づけられたクリック及びドラッグ機能)、及び/又は任意の他の適切な指示
デバイス、ポインティングデバイス若しくはカーソル移動デバイスが、図2に示される表
示画像200又は複合画像202中の位置から、例えば新たな表示画像300に関する図3及び新た
な複合画像302中に示される新たな位置へと、内部画像204(及び/又は境界208)をそのよう
に移動するために用いられることができる。内部画像204(及び/又は境界208 )をそのよう
に動かすための他の技術が可能である。
【００３０】
　本開示の実施の形態によれば、図2及び3に示されるように、内部画像204(及び/又は境
界208)が、直前に説明されたように、超音波ボリューム104の新たな断片ポーションに対
応するように動かされると、上で論じられた内部画像の生成に関連する同じ可視化パラメ
ータ及び/又はパラメータ値が、以前は外側画像の生成に関連した可視化パラメータ及び/
又はパラメータ値が適用されていたところで、超音波ボリューム104に適用されることが
できる。同様に、及び/又は外側画像102の一つの断片パートからその新たな断片パートに
動かされた内部画像204(及び/又は境界208)のために、上で論じられた外側画像の生成に
関連した同じ可視化パラメータ及び/又はパラメータ値が、超音波ボリューム104の対応す
る断片ポーションにここで適用されることができ、それによって、外側画像102の以前置
換された断片パートを現在の新たな複合画像302に復元する。複合画像302の中の内部画像
204の新たな位置が以前の位置に十分に近い限り、外側画像202の以前の断片パートと新た
な対応する断片パート間との間に多少のオーバラップが存在する場合がある。そのような
状況では、外側画像102の以前置換された断片パートは、内部画像204のそのような移動に
よって、部分的にのみ復元される。
【００３１】
　図4をここで参照して、（別途示されない）超音波システムからの音響データに関連し
た表示画像400が、本開示の例示的な実施の形態に従って表示される。表示画像400の一部
は、もう一つの超音波ボリューム404の外側画像402を含む。超音波ボリューム404は、生
体構造406を含むことができる。生体構造の外側の表面が、外側画像402中に少なくとも部
分的に示される。
【００３２】
　上記のように、外側画像402は、超音波ボリューム404及び/又はその中に含まれる生体
構造406の外側を向いた及び/又は外部に配置された面をハイライトする又は強調するため
に、一セットの可視化パラメータを超音波ボリューム404に適用することによって生成さ
れることができる。
【００３３】
　図5を参照して、（別途示されない）超音波システムからの音響データに関連した表示
画像500が、本開示の例示的な実施の形態に従って表示される。表示画像500の一部は、超
音波ボリューム404の複合画像502を含む。複合画像は、図4の外側画像402を用いて生成さ
れることができ、外側画像402の断片パートは、超音波ボリューム404の対応する断片ポー
ションの内部画像504によって置換される。内部画像504の内に、生体構造406の血管506が
示される。対照的に、生体構造406の同じ血管506は、図4の外側画像402において、示され
ないか、又は少なくとも有効には示されないか、容易に見ることができない。
【００３４】
　図5及び6をここで参照して、表示画像500及び/又は複合画像502の中の内部画像504(及
び/又は境界508)の位置は、超音波ボリューム404の異なる断片ポーションに及び/又は図4
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の外側画像402の別の断片パートに対応するように本発明によって変更されることができ
る。例えば、(別途示されない)コンピュータマウス(例えばその回転可能なホイール若し
くはそれに関連づけられたクリック及びドラッグ機能)、及び/又は任意の他の適切な指示
デバイス、ポインティングデバイス若しくはカーソル移動デバイスが、図5に示される表
示画像500又は複合画像502中の位置から、例えば新たな表示画像600に関する図6及び新た
な複合画像602中に示される新たな位置へと、内部画像504(及び/又は境界508)をそのよう
に移動するために用いられることができる。内部画像504(及び/又は境界508 )をそのよう
に動かすための他の技術が可能である。
【００３５】
　本開示の実施の形態は、(プロセッサ、コンピュータマウス及び/又はトラックボールの
ような関連したアクセサリ及びコンピュータモニタ又は他のディスプレイを含む)コンピ
ュータシステム(図示せず)、そのようなコンピュータシステムのユーザが、それぞれの超
音波ボリューム104, 404のそこに描かれるさまざまな画像を含む表示画像100, 200, 300,
 400及び500を表示すること、及び、上記の'ウィンドウ'又は'X線'視覚効果を達成するた
めに（但しそれらに限られない）本願明細書において説明されるようにそのような画像を
操作することを可能にする、そのようなコンピュータシステムを介して及び/又は前記プ
ロセッサによって動作可能な関連したアルゴリズム又はソフトウェア製品を含む。例えば
、本開示のハードウェアに関する実施の形態は、例えば、現在、上述したフィリップスエ
レクトロニクスQLAB(TM)Advanced Quantificationソフトウェア製品オフカート又はコン
ピュータ実装超音波システム(例えばオンカート)(例えば上述したフィリップスエレクト
ロニクスiU22、iE33及び/又はHD11 XE 超音波システム)を実行及び/又は利用するために
用いられるような、コンピュータディスプレイ又はモニタを含むパーソナルコンピュータ
又はワークステーションを含むことができる。本開示のソフトウェアに関する実施の形態
は、上述したフィリップスエレクトロニクスQLAB(TM)ソフトウェア製品の全ての関連する
特徴及び態様を含み、追加のコード及び/又は例えば本願明細書において開示される追加
の特徴及び態様を実現するための一つ以上の適切なソフトウェア'プラグイン'を伴う定量
化ソフトウェア製品を含むことができる。本開示の実施の形態は、超音波撮像機能及び本
願明細書において開示される機能を実現するためのコンピュータ実行可能アルゴリズムを
含むコンピュータ可読媒体をさらに含むことができる。例えば、そのようなアルゴリズム
は、適切なコンピュータ実行可能コードを含むことができる。
【００３６】
　本開示のシステム及び方法は、特に超音波ボリュームの表示された画像を表示して操作
するために有用である。しかしながら、開示されたシステム及び方法は、本開示の精神又
は範囲を逸脱しない範囲で、多くのバリエーション及び変形例を受け入れる。
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